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	「こどもの権利」について
	みんなで考えよう！
	子どもの
	現代は多くの情報があふれており、つい子育ての正解を探してしまうことも多いですが、こどもの個性を大切にし、他の子と比較するのではなく、こどもとの対話を大切にした地域全体での子育てができる社会を大人全員でつくっていきましょう。
	「子どもの権利条約」とは？
	「子どもの権利条約」は、世界中すべてのこどもがもつ人権（権利）を定めた条約です。
	こどもを権利の主体ととらえ、おとなと同様にひとりの人間としてもつ様々な権利を認めると同時に、成長の過程にあって保護や配慮が必要なこどもならではの権利も定めています。
	また、条約の定める様々な権利を考える上で共通する基本的な考え方は、「４つの原則」と呼ばれており、日本の「こども基本法」にも取り入れられています。

	４つの原則
	すべてのこどもは、どんな理由があっても差別されず、等しく権利が守られます。

	差別の禁止
	（差別のないこと）

	生命、生存及び発達に関する権利
	（命を守られ成長できること）
	すべてのこどもは、生き生きと成長することができます。


	子どもの最善の利益
	（子どもにもっともよいことを）
	大人はこどもにとって、もっともよいことを
	考えなければいけません。
	自分の意見を自由に言ったり表したりすることができます。ですが、ほかの人の話もきちんと聞きましょう。


	子どもの意見の尊重
	（意見を表明し参加できること）
	子どもの権利条約
	全文（政府訳）

	（日本ユニセフHP）
	こども基本法

	（こども家庭庁HP）
	困っていることはありませんか？

	発行：芦屋市こども福祉部こども家庭室こども政策課
	お問い合わせ：0797-38-2045

